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第１編                            

 

【１】 期  日 令和5年６月２日（金）セッティング、会場練習、補助役員会議、開会式 

     ３日（土）審判会議、監督会議、競技、会場練習 

４日（日）競技、カッティング、通過者会議、閉会式 

          

【２】 会  場 グリーンアリーナ神戸 

(所在地) 神戸市須磨区緑台 

 (ＴＥＬ) ０７８－７９６－１１５５ 

                   

【３】 主  催 西日本学生体操連盟 

 

【４】 主  管 関西学生体操連盟  九州学生体操連盟  東海北信越学生体操連盟 

 

【５】 後  援 兵庫県 神戸市 神戸市教育委員会 読売新聞社 

        （公財）日本体操協会 兵庫県体操協会 全日本学生体操連盟 

 

【６】 協  賛 株式会社ササキスポーツ 株式会社トラベルリンクス アトムスポーツ株式会社 

  京王観光 シャープ産業 

 

【７】 協  力 セノー株式会社 

 

【８】 参加資格  

〔１〕 今年度、全日本学生体操連盟規定に基づく加盟を成した、関西支部、九州支部、東海北信越支部に所属 

する大学（専修学校、高等専門学校を含む、以下省略）の者。 

〔２〕 全日本学生体操連盟への登録が４回以下の者で、各大学所在地の都道府県体操協会の定める登録規定 

により登録を済ませた者。 

〔３〕 登録・加盟については（公財）日本体操協会及び全日本学生体操連盟に５月１７日までに登録・加盟を

成せば認める。但し、新入生は大会前日までとする。 

〔４〕 チームのメンバー、補欠及び個人の選手は本年度支部インカレの出場の有無に関わらず任意に変更可とする。 

〔５〕 本年度支部インカレに個人のみで出場している大学及び本年度支部インカレに３～４人でチームを構成し出場 

している大学は、出場した選手のみ本大会個人出場を認める。但し、本年度支部インカレに出場していない 

選手への変更は認めない。 

〔６〕 下記に該当する大学及び選手は、本大会への出場を認めるものとする。 但し、大学名、選手名、理由等 

を書面に記入し、責任者の押印の上、所属している学生体操連盟に提出し、会長と委員長の承認を得るこ

と。 

・全日本学生体操連盟の登録が初回の者で、本年度支部インカレに出場できなかった者。 

・怪我及びやむを得ない事情により本年度支部インカレに出場できなかった者。 
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第２編                            

 

【１】 競技種目  

＜男子＞ ゆか・あん馬・つり輪・跳馬・平行棒・鉄棒 

   ＜女子＞ 跳馬・段違い平行棒・平均台・ゆか 

 

【２】 参加人数 

〔１〕 ・団体参加について 

・各大学１チームとし、５～６名（ベスト５）とする。 

   ・いかなる場合においても４名以下は個人扱いとする。 

〔２〕 個人参加について 

・各大学        ・・・４名まで  

・チーム出場校  １部校・・・４名まで 

            ２部校・・・２名まで 

〔３〕 補欠および選手変更 

・各チームの補欠人数は定めず、補欠登録も行わない。なお、補欠として大会期間中に会場内に入場できる者

は、各チーム２名までとする。 

・チーム出場選手、および、チーム個人選手の変更は、全日本学生体操連盟に加盟した選手であれば認める。 

・競技部報・プログラムに掲載される出場選手は、初回申し込み時に記載された選手名のみとなる。 

・選手変更および棄権の申請は、６月２日（金）の１９時までに所定の用紙を受付に提出すること。但し、

代表者会議後に特別な理由で出場不能となった場合、大会本部への申請により変更を認める場合がある。 

・選手のゼッケンについては、チーム６人分の枠、および、チーム個人選手枠のゼッケン番号とし、変更した選手は

その枠に与えられたゼッケン番号をつけるものとする。 

 

【３】 競技方法 

〔１〕 男子・・・２０２２年版採点規則、最新版内規及び体操競技情報最新号を適用する。 

 女子・・・２０２２年版採点規則及び体操競技情報最新号を適用する。 

〔２〕 器具については（公財）日本体操協会認定器具を使用する。（詳細は部報に記載する）  

〔３〕 0.000は棄権ではなく、得点として扱う。 

〔４〕 競技中の負傷により演技の継続が不能になった場合、残りの種目の得点は0.000とする。 

〔５〕 新技申請は６月２日（金）の受付終了時までに受付に提出すること。それ以後の申請は認めない。 

〔６〕 開始種目とゼッケンナンバーは本連盟において決定する。尚、試技順は繰り上がりに統一する。 
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【４】 順位の決定 

〔１〕 団体総合選手権 

各種目のチーム得点（ベスト５）の合計によって決定する。 

〔２〕 団体種目別選手権 

   各種目のチーム得点（ベスト５）によって決定する。 

〔３〕 個人総合選手権 

   男子６種目、女子４種目の総合得点によって決定する。 

〔４〕 種目別選手権 

   各種目の得点によって決定する。全種目の演技を実施しなくても表彰の対象とする。 

 

【５】 表彰について 

〔１〕 団体総合選手権の部 

優勝  賞状・メダル・優勝杯 

２～３位  賞状・メダル 

４～６位  賞状 

〔２〕 個人総合選手権の部   

優勝  賞状・メダル・トロフィー 

２～３位     賞状・メダル 

４～６位  賞状 

〔３〕 種目別選手権の部 

   優勝～３位 メダル・賞状 

４～６位  賞状 

 

【６】 審判員派遣について 

〔１〕 参加選手の人数によって審判員を派遣すること。派遣人数は以下の通りとする。 

・２～４名出場する大学 ・・・ １名 

・団体出場する大学     ・・・ ２名 

〔２〕 男女別で派遣すること。 

〔３〕 派遣審判員は令和５年度の審判員登録をしている者に限る。 

〔４〕 審判員の資格は２種以上とする。尚、学生は認めない。但し、本部より特別に派遣する場合もある。 

〔５〕 監督は原則、審判員を兼任することはできない。 

但し、本部の認めた者はこの限りではないが書面をもって本部に連絡し許可を得ること。 

〔６〕 審判員を派遣できない大学は、１名につき40,000円をもって本部に依頼すること。 

〔７〕 審判員編成については、その一切を本部に委任すること。 

〔８〕 （公財）日本体操協会委員を派遣する場合はあらかじめ大会本部の承認を得ること。 

〔９〕 派遣審判員にかかる費用について昼食費以外は全て大学が負担すること。 
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【７】 補助役員について 

〔１〕 参加選手の人数によって補助役員を派遣すること。派遣人数は以下の通りとする。 

・チーム出場する大学 ・・・ 2名 

〔２〕 男女別で派遣すること。 

〔３〕 補助役員を派遣できない大学は、１名につき10,000円の依頼費をもって本部に依頼すること。 

〔４〕 補助役員はセッティング、補助役員会議への参加を義務付ける。 

 

【８】 ＩＤについて 

〔１〕 競技中の競技区域に入れるものは、大会役員・審判員・補助役員・選手・コーチ・チームリーダー 

段違い平行棒コーチとする。 

〔２〕 チーム出場の場合のみチームリーダーを１名つけることができる。 

〔３〕 選手は１組につき以下の人数のコーチをつけることができる。 

１組につける人数は合わせて２名までとする。 

   ・チーム出場する大学   ・・・  １名 

   ・個人４名以上出場する大学  ・・・  ２名 

   ・個人３名以下出場する大学  ・・・  １名 

〔４〕 女子は１大学３名以下の組に限り、段違い平行棒コーチを１名追加できるものとする。 

〔５〕 トレーナー申請を希望する大学は、フィジカルトレーナー・メンタルトレーナーに関わらず、トレーナーの 

申請人数は男女共、各１名までとする。 

※ 原則として、トレーナーは他大学の選手の身体的ケア、及び救護を行ってはいけない。 

所属大学の選手が負傷した場合は、大会本部の派遣する救護委員の指示に従うこと。 

〔６〕 監督およびトレーナーはＩＤを保持すること。但し、競技中は競技区域に入れない。 

〔７〕 音楽係のＩＤ保持者は、音楽席のみとする。 

〔８〕 本部区域に入れるものは、大会役員および審判員のみとする。 

〔９〕 競技区域および本部区域は部報に掲載する。 
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令和 5 年度 西日本学生体操選手権大会 各支部男子出場資格人数 

 

西日本学生体操競技選手権大会における男子の出場人数については 2019 年（令和 1 年）より参加総数を 180

名になるように各支部の割り当て人数を決定した。 

その結果 2023年度（令和 5年）の割り当て大学及び個人人数は以下の通りになる。 

団体出場数 18 チーム 

  2020 年（関西）  九州４ 関西９ 東海・北信越５ 計１８大学 

  2021 年（九州）  九州５ 関西８ 東海・北信越５ 計１８大学 

2022 年（東･北） 九州４ 関西８ 東海・北信越６ 計１８大学  

  2023 年（関西）  九州４ 関西９ 東海・北信越５ 計１８大学 

2024 年（九州）  九州５ 関西８ 東海・北信越５ 計１８大学 

個人出場選手 72名の内訳 

総数 180 名から 18 大学（6 人×18 チーム）108 名を除くと、残り（72 名）が個人出場となる。 

  個人枠に関しては、2019 年度から各支部に 1 組分の 6 名を振り分け（計 18 名）、残り 8 名を関西と東海・

北信越に比例配分して関西 5 名と東海・北信越 3 名とした。 

この結果、団体出場校以外の個人出場枠は 2019 年では 30 名（関西 11 名、東海・北信越 9 名、九州 6 名）

であった。（2020 年、2021 年中止） 

個人枠に関して、2023 年度は 1 部校が 5 校になったこと、また、近年の個人参加状況等を踏まえ（関西 8

名、東海・北信越 6 名、九州 4 名）とした。 

なお、各支部競技会後の確認で団体出場校の定数を満たさなかった場合はその地区の個人出場枠に与える。 

さらに、個人出場者が定数に満たない場合は返上となり、他の地区の個人出場人数に加える。 

 

参考 

２０１９年 西日本学生体操選手権大会 男子出場枠 （180 名） 

九州 関西 東海・北信越 

鹿屋体育大 10 名 大阪体育大 10 名 静岡産業大 10 名 

福岡大 10 名 2 部 7 校 56 名 2 部 5 校 40 名 

九州共立大 10 名 個人出場 11 名 個人出場 9 名 

2 部 １校 8 名       

個人出場 6 名         

  計 44   計 77   計 59 

 

2020 年 2021 年 中止 

２０２３年 西日本学生体操選手権大会 男子出場枠 (174 名) 

九州 関西 東海・北信越 

鹿屋体育大 10 名 大阪体育大 10 名 静岡産業大 10 名 

九州共立大 10 名 関西大学 10 名 2 部 4 校 32 名 

福岡大 10 名 2 部 7 校 56 名 個人出場 6 名 

2 部 1 校 8 名 個人出場  8 名    

個人出場 4 名         

  計 42   計 84   計 48 
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【９】 第７７回全日本学生体操選手権大会出場について 

（１）１部校は、本大会に参加しない場合、第７７回全日本学生体操競技選手権大会への参加は認めない。  

（２）２部校は、第７７回全日本学生体操競技選手権大会の予選を兼ねており、下記の全日本学生体操連

盟の通過基準により西日本インカレからの予選通過チーム、個人を決定する。   

  ＜男子＞     

・チーム： 団体総合選手権上位４校、 チーム個人選手５名(上位１位校は２名、上位２～４位校は１名)    

・予選通過個人選手： ① 個人総合得点上位２名（東・西インカレチーム通過大学以外の大学に所属する

選手の令和５年度東・西インカレ個人総合得点を 比較し、その上位２名）   

・予選通過個人選手： ② 個人総合選手権 上位１１名（チーム通過大学以外の大学に所属する選手から、

上記予選通過個人選手①を除いた選手より）   

＜女子＞     

・チーム： 団体総合選手権上位３校、チーム個人選手４名(上位１位校は２名、上位２～３位校は１名)  

・予選通過個人選手： ① 個人総合得点上位２名（東・西インカレチーム通過大学以外の大学に所属する

選手の令和５年度東・西インカレ個人総合得点を 比較し、その上位２名）   

・予選通過個人選手： ② 個人総合選手権 上位８名（チーム通過大学以外の大学に所属する選手から、

上記予選通過個人選手①を除いた選手より）   

※ 上記により、男女予選通過個人選手の最終決定は東・西インカレ両大会終了時点とする。  

※ チーム通過校が規定数より少なかった場合、１チームにつき予選通過個人選手(女子においては予選通過個人

選手②）を５名（５枠）増やすこととする。 

※ 本大会チーム出場大学より、上記チーム個人選手枠の返上があった場合、予選通過個人選手（女子は予選

通過個人選手①）の枠を増やすこととする。チーム個人選手枠の返上は、東・西インカレにおける全日本インカ

レ通過者会議までとする。 

※ 通過者会議で決定した予選通過個人選手から全日本インカレの申し込み最終締め切りまでに棄権の申し出が

あった場合、西インカレにおける次点の選手を順次繰り上げることとする。 

  

※ 全日本インカレ申し込みについては、全日本学生体操連盟ホームページより確認してください 

 

〔３〕 申し込み締め切りについて 

   １次締め切り（ＩＤ申請書以外） ・・・ ６月２７日（火）１８時必着 

最終締め切り（ＩＤ申請書）  ・・・ ７月１１日（火）１８時必着 

※男子跳馬種目別決勝の出場意思確認含む 

    

ＨＰ 部報掲載予定日  ・・・ ７月２５日（火） 

※ プログラム作成等の準備がある為、締切日を厳守すること。 

※ 期日を過ぎたものは一切受け付けない。 
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第３編 その他 

 

【１】 デッキおよび付属品は、本部が設置するが、各大学持参しても良い。 

【２】 大会役員、審判員および補助役員は、競技中いかなる理由をもってしても、選手の指導、 

また他の任務を受諾することはできない。 

【３】 プラカードは各大学で用意すること。本部ではご用意できません。 

【４】 ゼッケンに関しては、各大学で用意する。（縦15cm・横20cm）（男子は黒字・女子は赤字） 

【５】 原則として締め切り期日以降の欠場は認めるが、参加費等は返却しない。 

   参加申込み締め切り時点の金額を支払うこと。 

【６】 敷地内禁煙となっております。 

【７】 体育館内を使用する場合は清潔を保つように心がけ、各自責任をもって処理すること。 

   大会期間中に出たごみは各大学で必ず処理すること。 

【８】 器具及び会場設備破損の場合には、参加者全員を持ってその弁済にあたる。 

【９】 撮影については、申請をしたものに限り許可する。 
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第４編 参加申し込みについて 

 

【１】 エントリーについて 

Web締め切り  ・・・・  ５月５日（金）～５月１２日（金）１８時 

エントリー内容確認期間 ・・・・ ５月１５日（月）～５月１８日（木） 

振り込み期間  ・・・・ ５月２０日（土）～５月２６日（金） 

部報掲載予定日  ・・・・ ５月２０日（土） 

保護者申し込み締め切り   ・・・・  ５月１７日（水） 

新型コロナウイルス関連の書類 ・・・・  ６月２日（金）入館時、受付に提出 

※保護者申し込み・新型コロナウイルス関連の書類については、順次更新されるガイドラインの必要に

応じ上記を締め切り日とする。 

 

※ エントリーの詳細については別紙掲載 

※ プログラム作成等の準備がある為、締切日を厳守すること。 

※ 期日を過ぎたものは一切受け付けない。 

 

【２】 大会参加費について 

チーム参加費(医療費・採点集計システム代含む)  60,000円 

個人参加費(医療費・採点集計システム代含む)  12,000円 

審判依頼費            40,000円 

補助役員依頼費     10,000円 

プログラム協賛金(男女別々に5名以上参加の場合のみ)      10,000円 

 

〔１〕 参加費は本連盟指定の銀行へ締め切り期日までに必ず大学名で振り込むこと。 

尚、銀行振り込み以外は認めない。 

〔２〕 原則として締め切り期日以降の欠場は認めるが、参加費等は返却しない。 

参加申込み締め切り時点の金額を支払うこと。 

 

【３】 振り込み先 

三井住友銀行 立売堀
い た ち ぼ り

支店（店番号：123） 

口座番号：1527172 西日本学生体操連盟 会計 坂東 優樹 

 

【４】 申し込み・問い合わせ先 

〒５５０－０００４ 

大阪市西区靭本町２－１－４ 大阪スポーツマンクラブ内 西日本学生体操連盟 

E-mail kansaigymgakuren@gmail.com 

（担当） ０９０―１１５４―６９４０ 坂東 優樹 
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同点順位について  

 

【１】表彰について 

団 体 選 手 権 

個 人 総 合 選 手 権 

種 目 別 選 手 権 

同点は同順位として表彰する。 

 

【２】通過に関する順位付けについて 

団 体 選 手 権 ・ 全種目（男子６種目、女子４種目）のチーム得点の中で、最低点の種

目得点を除いた残りの種目（男子５種目、女子３種目）の得点の合計

が高いチーム。 

・ それでも同点の場合は２種目の最低得点を除く残りの合計の高いチーム。

（さらに同点の際は、男子５種目、女子３種目まで最低点を除き、残りの

種目の合計の高いチーム） 

・ すべての種目の得点が同点の場合は、前年度の競技成績の高いチームを

上位とする。 

 

個 人 総 合 選 手 権 ・団体と同じ方法を用いて、残りの種目合計の高い者。 

・すべての種目の得点が同点の場合は、Ｅスコアの合計点の高い 者。それで

も同点の場合はＤスコアの合計点の高い者。 

種 目 別 選 手 権 ・Ｅスコアの高い者。 

・それでも同点の場合は個人総合順位の高い者。 

 

※この方法は、学生連盟が主催とする大会のみ適用とする。 

 

 

 

 


